
多久市地域包括支援センター
☎75－6033

問

シリーズ　認知症を学ぼう❶

65歳以上の多久市民でワープロ・
パソコンの使い方に興味がある人

7月23日㈪～27日㈮の5日間　10時～12時

対 象 者 市役所　大会議室西（ 4階）

7 月 2 日㈪から13日㈮まで申込期間
開催日時

場 所

高齢者パソコン教室 参加者募集のお知らせ

介護のいまを知ろう④

おたっしゃだより

高齢者が住み慣れた家庭や地域で
安心して、元気に、暮らし続けることができるまちづくりを進めるために

◯住み慣れた家庭で安心して暮らし続けるには？

　上のグラフを見ると、要介護認定者は90％前後と高い割合でサービスを利用していますが、要支援認定
者（　　部分）は50～64％と要介護認定者に比べると低い割合であることが分かります。要介護に認定さ
れた人の多くが、訪問介護や通所介護のサービスを利用していますが、要支援の認定を受けた人は、福祉
用具（ベッドや押し車など）や住宅改修（手すり、段差解消）のサービスのみを利用し、住み慣れた自宅で
毎日の生活ができている人が多くいます。

　市内の認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ※以上の推移は、全国
の65歳以上の人口に対する比率で見ると2020年11.3％、2025年
12.8％と予想されています。また、2017年で見ると佐賀中部広域
連合では、12.2％、多久市は11.9％（808人）と、多久市は、佐賀
中部広域連合より低く、市内認知症の人数は平成26年から、800
人前後でほぼ横ばいとなっています。

　生活習慣病のひとつである糖尿病の人は、認知症の発症リスクが健康な人と比べると約２か
ら３倍あり、ヘモグロビンA1c（HbA1c）が高いほど発症しやすくなるといわれています。

　なぜ糖尿病の人が、認知症になりやすいのかは、まだまだ研究中ですが、
　　①脳はグルコース（糖）を栄養源としており、脳がうまく糖を利用できない
　　②糖尿病の合併症で、脳の血管が障害されて、血流が十分に脳に行き渡らない
　　　などの理由があります。

　では、どうすれば糖尿病の高齢者は認知症を予防できるのでしょうか？

　　　血糖コントロール目標値に近づけよう！⇒自分の目標値を知っておくこと

　　　低血糖を起こさないようにする
　　　＊食事をきちんと食べて薬を飲むこと
　　　＊飲んでいる薬の効能を知っておくこと

　介護度が高くなると、     
 要支援１ 27,890円 → 要介護１ 129,201円 と 約4.6倍
 要支援２ 43,970円 → 要介護１ 129,201円 と 約2.9倍

◯要支援と要介護では自己負担費用もこんなに違います！

この
３つの柱
が大切!!

どのような経過で起こるのかは、下図のとおりです。

※日常生活自立度Ⅱとは、日常生活に支障
　をきたすような症状・行動や意思疎通の
　困難さが多少見られても、誰かが注意す
　れば自立できる状態

このような症状は自覚症状がない状態で進む場合もありますので、予防に努めることが必要です。
「熱中症予防のための水分補給」について 6月号に掲載していますので、確認してください。

※くわしくは問い合わせください
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一人当たり
費用額

（１か月平均）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

0

¥100,000

¥200,000

¥300,000

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

介護サービス
利用率

平常時 異常時

熱中症
体のバランスの破綻

体温調整反応暑いとき・
運動や活動

体
温
上
昇

皮膚に血液を集める
（皮膚温上昇）

発汗

熱放散

外気への熱伝導

汗の蒸発

熱放散 環境省「熱中症環境保健マニュアル 2014」をもとに月刊「さかえ」制作室で加工・作成

＜佐賀中部広域連合認知症関連統計資料より抜粋＞

体に熱がたまる
（体温上昇）

＜2016－2017 糖尿病治療ガイドより＞

★高齢者糖尿病の血糖コントロール目標（HbA1c値）

患者の特徴・
健康状態

①認知機能正常
　 かつ
②ADL自立

①軽度認知障害～
　軽度認知症
　 または
②手段的ADL低下、
　基本的ADL自立

①中等度以上の認知症
　 または
②基本的ADL低下
　 または
③多くの併存疾患や機能障害

なし 7.0%未満 7.0%未満 8.0%未満

8.0%未満
（下限7.0%）8.0%未満

（下限7.0%）
7.5%未満
（下限6.5%）

8.5%未満
（下限7.5%）

あり

重症低血糖が
危惧される薬
剤（インスリン
製剤、SU薬、
グリニド薬な
ど）の使用

カテゴリーⅠ

65歳以上
75歳未満 75歳以上

カテゴリーⅡ カテゴリーⅢ

糖尿病をコントロールすることで認知症は予防できる！

熱中症は、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体内の調整機能が壊れた場合に起こります熱中症は、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体内の調整機能が壊れた場合に起こります

介護予防に取り組み、要支援の人が多くなるようにできれば…費用の負担も多くならずに済みます。

１

２ 　　　適度な運動を行う
　　　＊１回15分から20分程度、家事・体操・
　　　　ウォーキングなどに取り組みましょう。

３ 水分補給と熱中症予防その２水分補給と熱中症予防その２
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